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新潟大学医学部附属病院精神科外来を受診LfL感情障

害患者をこついて調査L,単極性うつ病U)診断で抗うつ剤

投腎凍をこ裸転した症例に--)も､て検討した.

昭華tj6且隼9月から昭和63年6月までに新潟大学医学部

附属病院精神科を初診Lた感情障害感着は嶺30名であっ

たヵそ珊勾訳は,双極性う-3病o)男性28名,食性2こ堵苛

計5且風 単極性うつ病の男性164名,女性2且5名予計379

名であ--)た.単極性うつ病の方が平均年令が高く芳女性

が多かつた.

単極性うつ病をこ関するその後の経過の調査で,臨床経

過帝転帰がうわかった転のは242名で,そのうち且O名 摘.漫

%)が抗う-二滴紹投与中に蜂状態もしくは軽麟状態を昼L

た.男性が項.塞,女性が6名で,男女間で裸転率鍔)差は

みられなか-)た.捜.1%という値は欧米での報告より低

かつたが,研こ究対顔と方法の噸達が麟転率が)違いに関係

Lていると思われた.

練転Lたま0名が)うち4名に感情障害o二)家族歴がみられ

た｡病前性格では--憲の機軸孟みられなかつたも過去の

宿将数についてはサ初発例は1名で,9名が柳 澤あっ
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アミトリプチリン嶺風 う怒)も名はドスレピソ併用ブイ

ミプラミソ2名であった.投薬開始から錬転濠で銅期間7

つまを'j発現潜時は2週間か6二}6カ月で,平均2,7カ月で

め-}た_これは欧米での報告より段かった.糎転時殿年

令十料丸潜時'/i)聞持斗 11J':_)∴~.釣.SLthP〉ptl11∴Ll雄三告

と巣なり予掩関を認めなか-3た恥健済薬剤については,

了をキサピソ健済例で概則に比べて発現潜時が短い傾向

がみられた.

今後.媒転∴抗∴さ-~潤｣∴･'･LI:']-rLl､ハい')13両t)1;ir

臥 牛的丁的･-(-),.--等._L_L･'湖j速く丁･,も､~パi＼研pTJtlj法

に検討を加えた上で,症例を積品蚤ね,明確にしていく

必要があると考えた.
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回我櫓は中年期の自粛が殿も少なかった昭和複3年が)初診

者外来統計を調査し これと昭和58年の結果を比較瑠恥る

ことによ畑 中年男性673自殺率の患昇と臨床統計がどの

ように閑適しこいるかを検討Lた.

2,対象と方法

1,､j象誹捌け11守雄.昭和.581'巨~号IJ1=ノ吊,12畑31日TTi,-

でをこ,新潟光学精神科外来を初診した患者U)うちヲ脳器

質性疾患芦てんかんを除いた且繍損と一g)精神障害者を対

象とし/た.精神障害者総数は昭和43年では男性且5緒 ,

女性136名の許諾鮒名声昭和58年では男性i柳名,女性

20絹 の言摘88名であった朴かレテU)記磯をこ基づき∴主

に伝統的診断郵二鳥-,て診断した≠対象者を各精神障害

ごとに,且5-39才U)若年層,朝一59才の中年期争闘才以

上が)老年期をこ離れ 各年齢層における各精神障害者数が)

精神障害者級数に対する比率を求め予それ㌃)を男艶 女
i牛 ■;Hr訂二号.比頼上 :I･∴,比率叫附き･;I-,L､~･:-昭和

･1こ廿 日昭和.A-1両~とを比帖i.,'∴

また神経症に-恥て,各棟型ごとに集計を行い,年齢

静観 各年齢層における各類型の占める割合に㌦純､て櫓3

年と昭和58年牲比較を行った.推計学的検討をこぼ 濫望
lt?stを用い∴I.

3,結果と考察

昭和趨3年と昭和58年を比べると,若年層の神経症鞠型

がよを3多様化していた管用こ対し 中年期U澗経症顕熱に

はこの様な多様性がみられなかった,このことは-一方で

は率年期殿神経症類型が時代的影響を動サをこ(いことを

示唆巨L-:い十'_Jrj::_.日工一.佃吊-;-冊軒~∴臣･､ては∴巨

そ1､八時代射巨〕中一パ1年軒丁場赦しl潤吉lLf,様化して右

り,これが若年層g潤型の多様化をこ結び付いていると考
:.tL･.た.

また昭和複3年と昭郡58年でき中年期の単極性うつ病の

増加Lていなか-.,た中我櫓の国勢調盈 Am動態統計をこ

基硯 ､て調べた新潟県の中年期の男性の自殺死亡率の時

代的推移tl膏巨:漣..昭和110年∴-T上上)､=10Jji∴村上L-IL'丁･1


